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部
力
先
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業
績
目
録
︾
一
著
書
・
共
著
書
一
九
八
五
年
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
議
会
制
度
︱
一
九
八
二
年
改
革
を
中
心
に
︱
東
京
都
議
会
局
一
九
九
〇
年
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
学
史
︵
兼
子
仁
・
村
上
順
と
共
著
︶
岩
波
書
店
一
九
九
三
年
自
治
体
行
政
手
続
法
︵
小
早
川
光
郎
と
共
編
著
︶︵
改
訂
版
一
九
九
五
年
︶
学
陽
書
房
一
九
九
五
年
手
続
法
的
行
政
法
学
の
課
題
︵
兼
子
仁
と
共
編
著
︶
勁
草
書
房
二
〇
〇
二
年
土
地
利
用
規
制
に
見
ら
れ
る
公
共
性
︵
藤
田
宙
靖
・
小
林
重
敬
と
共
編
著
︶
︵
財
︶
土
地
総
合
研
究
所
二
共
編
訳
書
一
九
七
九
年
フ
ラ
ン
ス
市
町
村
法
典
︵
兼
子
仁
と
共
訳
︶
地
方
自
治
総
合
研
究
所
一
九
八
一
年
地
方
自
治
判
例
百
選
︵
成
田
頼
明
と
共
編
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
一
一
九
八
二
年
リ
ヴ
ェ
ロ
・
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
︵
兼
子
仁
・
小
早
川
光
郎
と
共
訳
︶
東
京
大
学
出
版
会
一
九
九
三
年
地
方
自
治
判
例
百
選
︵
第
二
版
︶︵
成
田
頼
明
と
共
編
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
五
二
〇
〇
〇
年
史
料
日
本
の
地
方
自
治
︵
全
三
巻
、
小
早
川
光
郎
・
天
川
晃
・
森
田
朗
・
斎
藤
誠
と
共
編
著
︶
学
陽
書
房
二
〇
〇
三
年
地
方
自
治
判
例
百
選
︵
第
三
版
︶︵
小
幡
純
子
・
斎
藤
誠
と
共
編
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
六
八
7
三
論
文
等
一
九
六
九
年
﹁
Ｌ
・
ス
フ
ェ
ズ
﹃
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
対
す
る
モ
ー
リ
ス
・
オ
ー
リ
ウ
の
貢
献
﹄︵
紹
介
︶﹂
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
一
〇
巻
一
号
﹁
行
政
手
続
に
お
け
る
防
御
権
の
保
障
﹂︵﹃
フ
ラ
ン
ス
判
例
百
選
﹄
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
七
三
年
﹁
フ
ラ
ン
ス
行
政
裁
判
制
度
の
現
状
﹂︵
特
集
・
行
政
事
件
訴
訟
法
の
一
〇
年
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
二
七
号
一
九
七
四
年
﹁
モ
ー
リ
ス
・
オ
ー
リ
ウ
﹃
公
法
の
原
理
﹄﹂︵
法
学
セ
ミ
ナ
ー
﹃
法
学
者
︱
人
と
作
品
﹄
所
収
︶
日
本
評
論
社
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
市
町
村
制
度
の
再
編
と
広
域
都
市
圏
行
政
﹂
地
方
自
治
三
二
五
号
一
九
七
五
年
﹁
行
政
の
裁
量
的
規
制
権
限
の
不
行
使
と
国
家
賠
償
責
任
﹂
判
例
評
論
七
五
九
号
﹁
差
止
請
求
の
適
法
性
と
い
わ
ゆ
る
三
権
分
立
論
﹂︵
大
阪
国
際
空
港
判
決
を
め
ぐ
っ
て
︶
判
例
時
報
七
九
七
号
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る
法
制
﹂︵
外
国
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
と
法
︿
特
集
﹀
所
収
︶
環
境
法
研
究
二
号
﹁
地
方
公
共
団
体
出
資
の
社
会
福
祉
法
人
の
現
状
と
問
題
点
﹂︵﹃
公
共
施
設
の
機
能
分
担
に
関
す
る
研
究
﹄
所
収
︶
地
方
行
政
シ
ス
テ
ム
研
究
所
一
九
七
六
年
﹁
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
学
の
新
傾
向
﹂︵
戦
後
三
〇
年
間
に
お
け
る
世
界
の
公
法
学
界
の
潮
流
：
フ
ラ
ン
ス
法
︶
公
法
研
究
三
八
号
﹁
フ
ラ
ン
ス
土
地
法
制
の
新
展
開
﹂︵
都
市
計
画
と
土
地
政
策
︿
特
集
﹀︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
二
〇
号
﹁
公
共
施
設
の
機
能
分
担
に
関
す
る
研
究
﹂︵﹁
地
方
公
共
団
体
出
資
の
社
会
福
祉
法
人
の
現
状
と
問
題
点
﹂
所
収
︶
地
方
行
政
シ
ス
テ
ム
研
究
所
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
空
港
周
辺
立
地
規
制
﹂︵
成
田
頼
明
編
﹃
空
港
周
辺
立
地
規
制
に
関
す
る
比
較
法
制
度
﹄
所
収
︶
︵
財
︶
運
輸
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
一
九
七
七
年
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
制
度
﹂︵
地
方
自
治
法
三
〇
年
・
自
治
研
二
〇
年
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特
集
︶
月
刊
自
治
研
一
九
巻
五
号
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
行
政
組
織
﹂︵
西
尾
勝
編
﹃
主
要
国
に
お
け
る
行
政
組
織
制
度
に
関
す
る
調
査
研
究
﹄
所
収
︶
︵
財
︶
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
環
境
・
公
害
法
制
﹂︵
比
較
環
境
法
研
究
委
員
会
中
間
報
告

所
収
︶
環
境
研
究
一
八
号
︵
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
︶
一
九
七
八
年
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
地
方
公
営
企
業
に
関
す
る
法
制
度
に
つ
い
て
﹂︵﹃
地
方
公
営
企
業
の
範
囲
に
関
す
る
研
究
﹄
所
収
︶
地
方
自
治
協
会
﹁
地
方
公
営
企
業
の
範
囲
と
経
営
形
態
に
つ
い
て
﹂地
方
財
務
二
九
一
号
﹁
フ
ラ
ン
ス
公
害
法
制
の
現
状
﹂︵
加
藤
一
郎
編
﹃
外
国
の
公
害
法
﹄
所
収
︶
岩
波
書
店
一
九
七
九
年
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
管
理
﹂︵
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
編
﹃
社
会
経
済
の
変
化
と
行
政
の
対
応
に
関
す
る
研
究
﹄
所
収
︶
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
﹁
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
続
の
制
度
化
と
司
法
審
査
の
関
係
︱
行
政
事
件
訴
訟
﹂︵
環
境
影
響
評
価
に
係
る
司
法
上
の
諸
問
題
︿
特
集
﹀︶
環
境
法
研
究
一
二
号
﹁
都
市
再
開
発
を
め
ぐ
る
法
学
的
検
討
課
題
﹂︵
こ
れ
か
ら
の
都
市
再
開
発
︿
特
集
﹀︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
〇
四
号
﹁
福
岡
ス
モ
ン
判
決
に
み
る
国
の
責
任
の
問
題
点
﹂︵
福
岡
ス
モ
ン
訴
訟
第
一
審
判
決
︿
特
集
﹀︶
判
例
時
報
九
一
〇
号
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
再
開
発
法
制
﹂
自
治
研
究
五
五
巻
一
二
号
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
環
境
影
響
評
価
制
度
︱
一
九
七
六
年
自
然
保
護
法
の
影
響
調
査
制
度
︵
比
較
環
境
法
研
究
委
員
会
中
間
報
告

所
収
︶
環
境
研
究
二
三
号
︵
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
︶
一
九
八
〇
年
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
役
割
︱
ヴ
デ
ル
教
授
の
講
演
か
ら
﹂
法
律
時
報
五
二
巻
四
号
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
計
画
に
お
け
る
土
地
利
用
規
制
﹂
土
地
住
宅
問
題
六
五
号
﹁
交
通
公
害
と
土
地
利
用
問
題
﹂
か
ん
き
ょ
う
一
九
八
〇
年
五
号
﹁
地
方
公
営
企
業
管
理
者
の
設
置
﹂︵﹃
地
方
公
営
企
業
の
管
理
者
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
﹄
所
収
︶
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地
方
自
治
協
会
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
裁
判
官
の
役
割
︱
ヴ
デ
ル
教
授
の
講
演
か
ら
﹂︵
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
研
究

︶
法
律
時
報
五
二
巻
四
号
﹁
地
域
環
境
管
理
者
と
し
て
の
地
方
公
共
団
体
と
条
例
﹂︵
公
害
防
止
・
環
境
保
全
に
係
る
条
例
の
法
学
的
研
究
︿
特
集
﹀︶
環
境
法
研
究
一
三
号
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
環
境
保
全
の
た
め
の
土
地
利
用
規
制
﹂︵
比
較
環
境
法
研
究
委
員
会
中
間
報
告

所
収
︶
環
境
研
究
二
七
号
︵
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
︶
一
九
八
一
年
﹁
再
開
発
事
業
の
公
共
性
と
民
間
事
業
者
﹂︵
日
笠
端
編
﹃
既
成
市
街
地
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
計
画
手
法
に
関
す
る
研
究
﹄
所
収
︶
河
中
自
治
振
興
財
団
﹁
都
市
再
開
発
計
画
の
法
的
意
義
﹂︵
日
笠
端
編
﹃
既
成
市
街
地
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
計
画
手
法
に
関
す
る
研
究
﹄
所
収
︶
河
中
自
治
振
興
財
団
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
水
質
汚
染
防
止
の
法
制
﹂︵
比
較
環
境
法
研
究
委
員
会
中
間
報
告

所
収
︶
環
境
研
究
三
二
号
︵
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
︶
一
九
八
二
年
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
陸
上
貨
物
運
送
事
業
﹂運
輸
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
運
輸
行
政
手
続
﹂︵
成
田
頼
明
編
﹃
行
政
手
続
の
比
較
研
究
﹄
所
収
︶
第
一
法
規
出
版
﹁
フ
ラ
ン
ス
地
方
制
度
改
革
の
意
義
と
課
題
﹂
地
方
自
治
通
信
一
九
八
二
年
八
月
号
﹁
海
と
地
方
公
共
団
体
の
役
割
﹂
︵
山
本
草
二
編
﹃
新
海
洋
法
条
約
の
締
結
に
伴
う
国
内
法
制
の
研
究
第
一
号
﹄
所
収
︶
日
本
海
洋
協
会
﹁
地
方
分
権
化
の
た
め
の
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
の
提
案
﹂︵
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
研
究
一
一
︶
法
律
時
報
五
四
巻
七
号
﹁
行
政
主
体
の
経
済
活
動
﹂
公
法
研
究
四
四
号
﹁
自
転
車
条
例
の
問
題
点
﹂
法
と
政
策
一
三
号
一
九
八
三
年
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
国
土
整
備
・
自
然
保
護
法
制
﹂︵
稲
本
洋
之
助
ほ
か
編
﹃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
土
地
法
制
﹄
所
収
︶
東
京
大
学
出
版
会
﹁
フ
ラ
ン
ス
環
境
法
制
﹂︵
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
編
﹃
各
国
の
環
境
法
﹄
所
収
︶
第
一
法
規
出
版
﹁
公
企
業
﹂︵﹃
岩
波
講
座
基
本
法
学
七
企
業
﹄
所
収
︶
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岩
波
書
店
﹁
都
市
再
開
発
の
理
念
と
手
法
﹂︵
渡
辺
洋
三
・
稲
本
洋
之
助
編
﹃
現
代
土
地
法
の
研
究
﹄
所
収
︶
岩
波
書
店
﹁
公
権
力
の
行
使
と
﹃
法
の
二
つ
の
層
﹄
︱
オ
ー
リ
ウ
の
デ
ュ
ギ
ー
批
判
に
寄
せ
て
﹂︵﹃
東
西
法
文
化
の
比
較
と
交
流
﹄
所
収
︶
有
斐
閣
﹁
公
物
と
し
て
の
海
域
と
海
域
利
用
の
性
質
﹂︵
新
海
洋
法
条
約
の
締
結
に
伴
う
国
内
法
制
の
研
究
第
二
号
︶
日
本
海
洋
協
会
一
九
八
四
年
﹁﹃
新
し
い
都
制
度
﹄
の
基
本
理
念
﹂
都
政
研
究
八
四
年
七
月
号
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
港
湾
運
送
事
業
﹂
︵
財
︶
運
輸
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
環
境
法
令
﹂︵
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
編
﹃
各
国
の
環
境
法
資
料
編
二
﹄
所
収
︶
︵
財
︶
環
境
調
査
セ
ン
タ
ー
﹁
海
域
に
お
け
る
行
政
権
の
行
使
﹂︵
外
務
省
編
﹃
海
洋
法
と
海
洋
政
策
﹄
所
収
︶
外
務
省
﹁
原
因
者
負
担
金
制
度
の
運
用
上
の
問
題
点
に
関
す
る
考
察
道
路
セ
ミ
ナ
ー
八
四
年
四
月
号
﹁
原
子
力
発
電
所
立
地
手
続
の
合
理
化
︱
フ
ラ
ン
ス
﹂電
力
中
央
研
究
所
﹁
広
域
上
位
の
都
市
圏
計
画
と
計
画
主
体
﹂︵﹃
広
域
上
位
の
都
市
圏
計
画
の
研
究
﹄
所
収
︶
河
中
自
治
振
興
財
団
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
広
域
都
市
圏
計
画
﹂︵﹃
広
域
上
位
の
都
市
圏
計
画
の
研
究
﹄
所
収
︶
河
中
自
治
振
興
財
団
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
新
権
限
配
分
法
︱
国
と
地
方
の
事
務
再
配
分
の
試
み
﹂
自
治
研
究
六
〇
巻
三
号
﹁
静
か
な
フ
ラ
ン
ス
革
命
︱
地
方
制
度
改
革
﹂
地
方
自
治
四
三
八
号
一
九
八
五
年
﹁
パ
リ
︱
大
都
市
制
度
改
革
の
動
き
﹂︵﹃
こ
れ
か
ら
の
大
都
市
︹
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
総
合
特
集
︺﹄
所
収
︶
40
有
斐
閣
一
九
八
六
年
﹁
フ
ラ
ン
ス
の
公
土
木
責
任
法
﹂︵﹃
土
地
税
・
補
償
と
賠
償
の
法
理
﹄
土
地
問
題
双
書
二
三
号
所
収
︶
有
斐
閣
﹁
自
治
体
行
政
と
手
続
法
整
備
の
課
題
﹂
季
刊
自
治
体
学
研
究
二
九
号
﹁
都
区
制
度
と
地
方
自
治
﹂
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季
刊
行
政
管
理
三
四
五
号
﹁
諮
問
手
続
法
立
法
化
の
課
題
︱
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
﹂︵
諮
問
行
政
︿
特
集
﹀︶
法
律
時
報
五
八
巻
一
号
一
九
八
七
年
﹁
土
地
利
用
規
制
と
損
失
補
償
︱
行
政
法
学
の
視
点
か
ら
﹂︵
特
集
：
土
地
利
用
規
制
と
損
失
補
償
︶
季
刊
環
境
研
究
六
四
号
﹁
公
物
と
し
て
の
海
域
と
海
域
利
用
権
の
性
質
﹂︵
新
海
洋
法
条
約
の
締
結
に
伴
う
国
内
法
制
の
研
究
第
二
号
所
収
︶
日
本
海
洋
協
会
一
九
八
八
年
﹁
道
路
敷
地
の
空
間
利
用
︱
行
政
法
学
の
立
場
か
ら
﹂︵﹃
土
地
信
託
・
道
路
の
公
共
性
﹄
土
地
問
題
双
書
二
六
号
所
収
︶
有
斐
閣
一
九
八
九
年
﹁
規
制
緩
和
と
製
造
物
責
任
︱
行
政
法
学
の
視
点
か
ら
﹂︵
平
井
宜
雄
ほ
か
と
共
著
﹃
消
費
者
保
護
政
策
に
お
け
る
製
品
の
安
全
性
等
に
係
る
規
制
の
在
り
方
に
関
す
る
総
合
調
査
﹄
所
収
︶
商
事
法
務
研
究
会
﹁﹃
都
市
法
﹄
の
主
体
と
し
て
の
﹃
市
﹄﹂︵
市
制
第
二
世
紀
へ
の
展
望
︶
都
市
問
題
研
究
四
一
巻
四
号
﹁
道
路
整
備
費
用
と
公
私
間
の
負
担
配
分
︱
あ
る
べ
き
統
一
的
な
制
度
ル
ー
ル
を
求
め
て
﹂︵﹁
西
欧
法
制
と
の
比
較
に
お
け
る
日
本
の
道
路
整
備
負
担
法
制
﹂
所
収
︶
季
刊
日
本
不
動
産
学
会
誌
一
九
八
九
年
四
号
﹁
都
市
法
学
の
課
題
︱
五
十
嵐
敬
喜
著
﹃
都
市
法
﹄
を
契
機
と
し
て
﹂
法
律
時
報
六
一
巻
一
号
一
九
九
〇
年
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
規
制
緩
和
と
行
政
統
制
﹂︵
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
研
究
会
編
﹃
現
代
行
政
の
統
制
﹄
所
収
︶
成
文
堂
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
家
行
政
組
織
の
歴
史
的
変
遷
﹂︵﹃
行
政
体
系
の
編
成
と
管
理
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
﹄
所
収
︶
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
﹁
地
域
整
備
に
お
け
る
契
約
的
手
法
に
関
す
る
研
究
︱
フ
ラ
ン
ス
の
場
合
﹂
河
中
自
治
振
興
財
団
﹁
都
市
の
土
地
利
用
と
﹃
都
市
法
の
役
割
﹄﹂︵
石
田
頼
房
編
﹃
大
都
市
の
土
地
問
題
と
政
策
﹄
所
収
︶
日
本
評
論
社
﹁
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
新
し
い
国
・
自
治
体
関
係
﹂︵
比
較
行
政
︿
特
集
﹀︶
年
報
行
政
研
究
二
五
号
﹁
都
市
の
環
境
管
理
計
画
と
都
市
自
治
体
﹂︵︿
特
集
﹀
新
時
代
の
地
方
制
度
所
収
︶
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都
市
問
題
研
究
四
二
巻
一
〇
号
﹁
環
境
管
理
計
画
を
め
ぐ
る
若
干
の
法
学
的
考
察
﹂︵
平
成
二
年
度
人
間
環
境
系
重
点
領
域
研
究
報
告
集
所
収
︶
文
部
省
重
点
領
域
研
究
報
告
一
九
九
一
年
﹁
都
市
法
学
へ
の
試
み
﹂︵
雄
川
献
呈
論
集
﹃
行
政
法
の
諸
問
題
﹄
所
収
︶
有
斐
閣
﹁
都
市
の
環
境
管
理
計
画
と
行
政
法
の
現
代
的
条
件
﹂︵
高
柳
献
呈
論
集
﹃
行
政
法
学
の
現
状
分
析
﹄
所
収
︶
勁
草
書
房
一
九
九
三
年
﹁
公
物
管
理
か
ら
環
境
管
理
へ
︱
現
代
行
政
法
に
お
け
る
﹃
管
理
﹄
の
概
念
を
め
ぐ
る
一
考
察
﹂︵
成
田
献
呈
論
集
﹃
国
際
化
時
代
の
行
政
と
法
﹄
所
収
︶
良
書
普
及
会
﹁
都
市
空
間
の
公
物
性
を
前
提
に
し
た
都
市
法
上
の
負
担
金
論
﹂︵
藤
田
宙
靖
ら
と
共
著
﹃
開
発
利
益
還
元
論
︱
都
市
に
お
け
る
土
地
所
有
の
あ
り
方
﹄
所
収
︶
日
本
住
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
﹁﹁
分
権
の
中
味
﹂
と
﹁
自
治
の
総
量
﹂﹂︵
地
方
分
権
と
地
方
制
度
改
革
︿
特
集
﹀︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
三
一
号
﹁
地
域
環
境
管
理
に
対
す
る
住
民
の
権
利
﹂環
境
情
報
科
学
二
三
巻
二
号
一
九
九
四
年
﹁
開
講
に
あ
た
っ
て
︱
分
権
の
時
代
の
行
政
法
を
考
え
る
﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
一
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
三
巻
四
号
﹁
開
講
に
あ
た
っ
て
︱
分
権
の
時
代
の
行
政
法
を
考
え
る
﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
二
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
三
巻
五
号
﹁
自
治
体
行
政
法
学
の
学
び
方
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
三
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
三
巻
六
号
﹁
自
治
体
行
政
法
学
の
学
び
方
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
四
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
三
巻
七
号
﹁
自
治
体
行
政
法
学
と
法
治
主
義
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
五
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
三
巻
八
号
﹁
自
治
体
行
政
法
学
と
法
治
主
義
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
六
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
三
巻
九
号
﹁
自
治
体
行
政
法
学
と
自
治
体
行
政
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
七
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
三
巻
一
〇
号
﹁
自
治
体
行
政
法
学
と
自
治
体
行
政
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
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︵
八
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
三
巻
一
一
号
﹁
自
治
体
行
政
法
学
と
自
治
体
行
政
︵
三
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
九
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
三
巻
一
二
号
一
九
九
五
年
﹁
自
治
体
行
政
法
学
と
自
治
体
行
政
︵
四
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
一
〇
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
四
巻
一
号
﹁
分
権
論
議
の
行
方
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
一
一
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
四
巻
二
号
﹁
分
権
論
議
の
行
方
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
一
二
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
四
巻
三
号
﹁
分
権
論
議
の
行
方
︵
三
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
一
三
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
四
巻
四
号
﹁
分
権
論
議
の
行
方
︵
四
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
一
四
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
四
巻
五
号
﹁
伝
統
的
な
行
政
概
念
の
再
検
討
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
一
五
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
四
巻
六
号
﹁
伝
統
的
な
行
政
概
念
の
再
検
討
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
一
六
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
四
巻
七
号
﹁
行
政
法
の
イ
メ
ー
ジ
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
一
七
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
四
巻
八
号
﹁
行
政
法
の
イ
メ
ー
ジ
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
一
八
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
四
巻
九
号
﹁
行
政
法
の
イ
メ
ー
ジ
︵
三
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
一
九
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
四
巻
一
〇
号
﹁
行
政
法
の
イ
メ
ー
ジ
︵
四
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
二
〇
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
四
巻
一
一
号
﹁
自
治
体
行
政
と
法
治
主
義
﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
二
一
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
四
巻
一
二
号
一
九
九
六
年
﹁
地
方
分
権
は
持
続
的
課
題
︱
必
要
な
国
と
自
治
体
の
協
議
の
場
の
確
保
﹂
地
域
開
発
三
六
四
号
︵
日
本
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
︶
﹁
自
治
権
の
根
拠
﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
二
二
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
五
巻
一
号
﹁
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
と
自
治
権
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
二
三
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
五
巻
二
号
﹁
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
と
自
治
権
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
二
四
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
五
巻
三
号
﹁
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
と
自
治
権
︵
三
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
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二
五
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
五
巻
四
号
﹁
機
関
委
任
事
務
の
廃
止
と
自
治
権
︵
四
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
二
六
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
五
巻
五
号
﹁
国
と
自
治
体
の
間
の
手
続
法
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
二
七
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
五
巻
六
号
﹁
自
治
体
行
政
の
特
質
と
現
代
法
治
主
義
の
課
題
﹂
公
法
研
究
五
七
号
﹁
国
と
自
治
体
の
間
の
手
続
法
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
二
八
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
五
巻
七
号
﹁
国
と
自
治
体
の
間
の
手
続
法
︵
三
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
二
九
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
五
巻
八
号
﹁
国
と
自
治
体
の
間
の
手
続
法
︵
四
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
三
〇
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
五
巻
九
号
﹁
国
と
自
治
体
の
間
の
手
続
法
︵
五
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
三
一
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
五
巻
一
〇
号
﹁
分
権
の
時
代
の
自
治
体
の
意
思
決
定
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
三
二
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
五
巻
一
一
号
﹁
分
権
の
時
代
の
自
治
体
の
意
思
決
定
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
三
三
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
五
巻
一
二
号
一
九
九
七
年
﹁
分
権
の
時
代
の
自
治
体
の
意
思
決
定
︵
三
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
三
四
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
六
巻
一
号
﹁
分
権
の
時
代
の
自
治
体
の
意
思
決
定
︵
四
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
三
五
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
六
巻
二
号
﹁
分
権
改
革
と
受
け
皿
論
議
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
三
六
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
六
巻
三
号
﹁
分
権
改
革
と
受
け
皿
論
議
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
三
七
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
六
巻
四
号
﹁
分
権
改
革
と
受
け
皿
論
議
︵
三
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
三
八
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
六
巻
五
号
﹁
分
権
改
革
と
受
け
皿
論
議
︵
四
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
三
九
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
六
巻
六
号
﹁
市
町
村
合
併
と
分
権
の
論
理
﹂︵
特
集
﹁
広
域
行
政
と
合
併
﹂
所
収
︶
地
域
政
策
一
九
九
七
年
七
月
号
﹁
分
権
改
革
と
受
け
皿
論
議
︵
五
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
四
〇
︶
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自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
六
巻
七
号
﹁
分
権
委
勧
告
と
自
治
体
の
宿
題
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
四
一
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
六
巻
八
号
﹁
分
権
委
勧
告
と
自
治
体
の
宿
題
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
四
二
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
六
巻
一
〇
号
﹁
新
・
地
方
自
治
法
﹂
へ
の
期
待
︵
特
集
地
方
自
治
法
施
行
五
〇
周
年
を
迎
え
て
︶
月
刊
自
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
四
五
八
号
﹁
分
権
委
勧
告
と
自
治
体
の
宿
題
︵
三
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
四
三
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
六
巻
一
一
号
﹁
分
権
委
勧
告
と
自
治
体
の
宿
題
︵
四
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
四
四
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
六
巻
一
二
号
一
九
九
八
年
﹁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
行
政
的
な
支
援
と
規
制
の
諸
課
題
﹂
︵
川
井
健
ほ
か
と
共
著
﹃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
支
援
方
策
に
関
す
る
総
合
的
研
究
﹄
所
収
︶
総
合
研
究
開
発
機
構
﹁
国
と
自
治
体
の
役
割
分
担
原
則
﹂︵
西
尾
勝
編
﹃
地
方
分
権
と
地
方
自
治
︵
新
地
方
自
治
法
講
座
一
〇
﹄
所
収
︶
ぎ
ょ
う
せ
い
﹁
分
権
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
自
治
体
の
イ
メ
ー
ジ
﹂
地
方
自
治
六
一
〇
号
﹁
分
権
後
の
自
治
法
制
の
課
題
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
四
五
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
七
巻
一
号
﹁
分
権
後
の
自
治
法
制
の
課
題
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
四
六
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
七
巻
二
号
﹁
分
権
後
の
自
治
法
制
の
課
題
︵
三
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
四
七
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
七
巻
三
号
﹁
分
権
後
の
自
治
法
制
の
課
題
︵
四
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
四
八
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
七
巻
四
号
﹁
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
と
行
政
法
理
論
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
四
九
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
七
巻
五
号
﹁
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
と
行
政
法
理
論
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
五
〇
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
七
巻
六
号
﹁
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
と
行
政
法
理
論
︵
三
︶
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
五
一
︶
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自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
七
巻
七
号
﹁
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
と
行
政
法
理
論
︵
四
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
五
二
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
七
巻
八
号
﹁
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
と
行
政
法
理
論
︵
五
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
五
三
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
七
巻
九
号
﹁
自
治
体
行
政
法
学
の
宿
題
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
五
四
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
七
巻
一
〇
号
﹁
自
治
体
行
政
法
学
の
宿
題
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
五
五
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
七
巻
一
一
号
﹁
自
治
体
行
政
法
学
の
宿
題
︵
三
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
五
六
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
七
巻
一
二
号
一
九
九
九
年
﹁
都
市
空
間
の
公
共
性
と
都
市
法
秩
序
の
可
能
性
﹂︵
日
本
法
哲
学
会
年
報
﹃
都
市
と
法
哲
学
﹄
所
収
︶
有
斐
閣
﹁
自
治
体
行
政
法
学
の
宿
題
︵
四
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
五
七
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
八
巻
一
号
﹁
自
治
体
行
政
法
学
の
宿
題
︵
五
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
五
八
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
八
巻
二
号
﹁
自
治
体
行
政
法
学
と
は
？
︵
一
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
五
九
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
八
巻
三
号
﹁
自
治
体
行
政
法
学
と
は
？
︵
二
︶﹂
自
治
体
行
政
法
学
入
門
︵
六
〇
完
︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
三
八
巻
四
号
二
〇
〇
〇
年
﹁
基
礎
自
治
体
の
規
模
適
正
化
の
課
題
︱
市
町
村
合
併
と
広
域
連
合
﹂
︵
堀
江
湛
ほ
か
と
共
著
﹃
地
方
政
府
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
研
究
﹄
所
収
︶
総
合
研
究
開
発
機
構
﹁
中
央
省
庁
等
改
革
関
連
法
律
の
理
論
的
検
討
︵
一
︶
～
︵
四
完
︶﹂
︵
稲
葉
馨
・
小
早
川
光
郎
ほ
か
と
共
著
︶
自
治
研
究
七
六
巻
九
号
、
一
〇
号
、
一
一
号
、
一
二
号
二
〇
〇
一
年
﹁
自
己
決
定
・
自
律
行
動
の
社
会
と
警
察
行
政
法
﹂警
察
政
策
三
巻
一
号
二
〇
〇
二
年
﹁
自
治
体
の
国
政
参
加
﹂︵
松
下
圭
一
・
西
尾
勝
・
新
藤
宗
幸
編
﹃
自
治
体
の
構
想
・
制
度
﹄
所
収
︶
岩
波
書
店
﹁
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
造
変
化
と
行
政
法
学
の
方
法
﹂︵
塩
野
献
呈
論
集
﹃
行
政
法
の
発
展
と
変
革
︵
上
︶﹄
所
収
︶
有
斐
閣
二
〇
〇
三
年
﹁
公
害
環
境
紛
争
と
行
政
委
員
会
︱
公
害
等
調
整
委
員
会
の
課
題
と
可
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能
性
﹂︵
特
集
公
害
等
調
整
委
員
会
三
〇
年
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
三
三
号
﹁
自
治
体
広
域
連
携
に
よ
る
﹃
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
首
都
圏
﹄
の
確
立
﹂︵
東
京
都
知
事
本
部
編
﹃
首
都
圏
の
広
域
行
政
﹄
所
収
︶
東
京
都
二
〇
〇
四
年
﹁
行
政
法
の
解
釈
と
憲
法
理
論
﹂
公
法
研
究
六
六
号
﹁
土
地
利
用
の
公
共
性
を
め
ぐ
る
判
断
基
準
と
手
続
﹂
地
方
自
治
六
八
巻
一
号
二
〇
〇
五
年
﹁
条
例
：
何
が
で
き
、
何
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
﹂︵
特
集
二
﹁
憲
法
第
八
章
の
六
〇
年
﹂
所
収
︶
都
市
問
題
九
六
巻
五
号
二
〇
〇
七
年
﹁
国
・
自
治
体
関
係
と
法
治
主
義
︱
自
治
体
行
政
の
適
法
性
確
保
の
た
め
の
制
度
設
計
﹂
立
教
法
学
二
〇
〇
七
七
三
号
﹁
景
観
と
ま
ち
づ
く
り
法
制
・
条
例
の
課
題
﹂︿
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
環
境
か
ら
の
視
点
﹀
環
境
法
政
策
学
会
誌
一
〇
号
二
〇
〇
九
年
﹁
分
権
改
革
と
﹁
自
治
体
法
文
化
﹂﹂︵
地
方
分
権
改
革
の
中
の
自
治
体
政
策
法
務
︵
一
︶︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
三
八
二
四
判
例
解
説
、
教
科
書
等
分
担
執
筆
、
書
評
、
座
談
会
な
ど
一
九
七
四
年
﹁
学
長
事
務
取
扱
の
発
令
遅
延
と
大
学
の
自
治
九
大
・
井
上
教
授
事
件
︵
昭
和
年
重
要
判
例
解
説
憲
法

︶
48
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
六
五
号
一
九
七
五
年
﹁
行
政
行
為
の
公
定
力
﹂︵﹃
ジ
ュ
リ
ス
ト
法
学
教
室
第
二
期
八
﹄
所
収
︶
有
斐
閣
一
九
七
八
年
︿
座
談
会
﹀﹁
こ
れ
か
ら
の
法
律
学
こ
れ
か
ら
の
行
政
法
学
﹂︵
阿
部
泰
隆
、
小
早
川
光
郎
、
畠
山
武
道
、
原
野
翹
、
藤
田
宙
靖
、
藤
原
潤
一
郎
、
村
上
武
則
、
塩
野
宏
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
五
五
号
﹁
職
務
執
行
命
令
訴
訟
﹂︵
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
地
方
自
治
法
︶
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
﹁
都
市
水
害
と
国
家
賠
償
責
任
︱
大
東
水
害
訴
訟
﹂
法
令
解
説
資
料
総
覧
三
号
﹁
土
地
利
用
規
制
条
例
の
限
界
﹂︵﹃
行
政
法
を
学
ぶ
二
﹄
所
収
︶﹂有
斐
閣
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﹁
国
と
地
方
公
共
団
体
の
関
係
﹂︵﹃
行
政
法
を
学
ぶ
二
﹄
所
収
︶有
斐
閣
一
九
七
九
年
﹁
公
衆
浴
場
営
業
許
可
の
性
質
﹂︵﹃
行
政
判
例
百
選
﹄
所
収
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
﹁
行
政
裁
量
﹂︵
演
習
行
政
法
︵
上
︶
所
収
︶
青
林
書
院
新
社
︿
座
談
会
﹀﹁
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
立
法
化
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
立
法
化
の
課
題
︿
特
集
﹀︶︵
加
藤
一
郎
、
野
村
好
弘
、
森
島
昭
夫
、
山
村
恒
年
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
九
五
号
︿
討
論
﹀
﹁
資
源
の
合
理
的
配
分
の
困
難
さ
﹂︵
都
市
環
境
整
備
の
諸
問
題
：
市
住
宅
環
境
整
備
の
経
済
的
側
面
︿
特
集
﹀︶︵
黒
川
和
美
と
共
著
︶
地
域
開
発
一
七
九
号
︵
日
本
地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
︶
一
九
八
〇
年
﹁
伊
方
原
発
事
件
﹂︵﹃
公
害
環
境
判
例
百
選
第
二
版
﹄
所
収
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
冊
﹁
地
方
公
共
団
体
と
収
益
事
業
﹂︵﹃
行
政
法
の
争
点
﹄
所
収
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
﹁
都
市
再
開
発
と
公
共
性
﹂︵﹃
行
政
法
の
争
点
﹄
所
収
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
︿
研
究
会
﹀﹁
都
市
の
再
生
地
区
計
画
の
構
造
と
具
体
化
の
手
法
﹂
︵
石
田
頼
房
、
片
山
正
夫
、
林
泰
義
、
日
笠
端
、
日
端
康
雄
、
藤
田
宙
靖
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
二
二
号
︿
翻
訳
﹀﹁
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ヴ
デ
ル
﹃
フ
ラ
ン
ス
行
政
法
に
お
け
る
裁
判
官
の
役
割
﹄﹂
自
治
研
究
五
六
巻
八
号
一
九
八
一
年
︿
書
評
﹀﹁
五
十
嵐
敬
喜
﹁﹃
現
代
都
市
法
の
生
成
﹄﹂
地
方
自
治
職
員
研
修
一
四
巻
三
号
︿
翻
訳
﹀﹁
市
町
村
︵
c
o
m
m
u
n
e︶
県
︵
d
é
p
a
rtm
e
n
t︶
及
び
州
︵
ré
-
g
io
n
︶
の
権
利
と
自
由
に
関
す
る
法
律
案
﹂
自
治
研
究
五
七
巻
一
一
号
︿
研
究
会
﹀﹁
建
築
基
準
法
の
諸
問
題
︵
一
︶
～
︵
一
三
︶﹂︵
土
地
住
宅
問
題
一
九
八
一
年
一
〇
月
号
～
一
九
八
二
年
一
〇
月
号
︶︵
荒
秀
・
関
哲
夫
編
﹃
建
築
基
準
法
の
諸
問
題
﹄
一
九
八
四
年
刊
所
収
︶
勁
草
書
房
一
九
八
二
年
﹁
大
都
市
制
度
﹂︵﹃
地
方
自
治
を
学
ぶ
﹄
所
収
︶
有
斐
閣
︿
座
談
会
﹀﹁
食
品
の
安
全
確
保
と
被
害
者
救
済
制
度
﹂︵
石
橋
一
晁
、
木
村
晋
介
、
森
島
昭
夫
、
山
田
卓
生
、
吉
野
高
幸
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
七
六
三
号
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︿
翻
訳
﹀﹁
フ
ラ
ン
ス
の
新
地
方
分
権
法
︵
上
︶﹂自
治
研
究
五
八
巻
五
号
︿
翻
訳
﹀﹁
フ
ラ
ン
ス
の
新
地
方
分
権
法
︵
下
︶﹂自
治
研
究
五
八
巻
七
号
﹁
マ
ン
シ
ョ
ン
紛
争
と
自
治
体
の
役
割
︱
東
京
都
中
野
区
マ
ン
シ
ョ
ン
紛
争
最
高
裁
判
決
を
め
ぐ
っ
て
︱
﹂
地
方
自
治
職
員
研
修
一
五
巻
六
号
一
九
八
四
年
︿
翻
訳
﹀﹁
フ
ラ
ン
ス
新
権
限
配
分
法
︵
一
︶﹂︵
大
山
礼
子
と
共
訳
︶
自
治
研
究
六
〇
巻
三
号
︿
翻
訳
﹀﹁
フ
ラ
ン
ス
新
権
限
配
分
法
︵
二
︶﹂︵
大
山
礼
子
と
共
訳
︶
自
治
研
究
六
〇
巻
五
号
︿
翻
訳
﹀﹁
フ
ラ
ン
ス
新
権
限
配
分
法
︵
三
︶﹂︵
大
山
礼
子
と
共
訳
︶
自
治
研
究
六
〇
巻
八
号
一
九
八
六
年
﹁
行
政
手
続
﹂︵
南
・
田
村
・
原
田
編
﹃
新
版
行
政
法
⑵
行
政
手
続
・
行
政
訴
訟
﹄︵
有
斐
閣
双
書
︶
所
収
︶
有
斐
閣
﹁
処
分
事
由
説
明
書
の
交
付
﹂︵﹃
公
務
員
判
例
百
選
﹄
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
八
一
九
八
七
年
﹁
賠
償
請
求
の
前
提
と
し
て
の
無
効
確
認
請
求
と
訴
え
の
利
益
﹂︵﹃
行
政
判
例
百
選
︵
二
︶
第
二
版
﹄﹂
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
三
﹁
保
安
林
指
定
解
除
処
分
と
訴
え
の
利
益
﹂﹃
行
政
判
例
百
選
︵
二
︶
第
二
版
﹄﹂
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
三
︿
座
談
会
﹀﹁
各
国
に
お
け
る
土
地
利
用
規
制
と
損
失
補
償
﹂
季
刊
環
境
研
究
一
九
八
七
年
六
月
号
﹁
自
然
公
園
法
の
不
許
可
補
償
規
定
と
直
接
憲
法
に
基
づ
く
損
失
補
償
請
求
﹂︵﹃
街
づ
く
り
・
国
づ
く
り
判
例
百
選
﹄
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
三
﹁
予
防
接
種
禍
大
阪
集
団
訴
訟
事
件
﹂︵﹃
医
療
過
誤
判
例
百
選
﹄
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
二
︿
座
談
会
﹀﹁
憲
法
訴
訟
・
行
政
訴
訟
に
お
け
る
政
策
決
定
問
題
﹂︵
第
二
回
日
仏
法
学
共
同
研
究
集
会
-二
-憲
法
・
行
政
法
部
門
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
九
三
二
号
一
九
九
〇
年
︿
書
評
﹀﹁
阿
部
泰
隆
﹃
国
土
開
発
と
環
境
保
全
﹄﹂
法
律
時
報
六
二
巻
八
号
﹁
地
方
公
共
団
体
と
収
益
事
業
﹂︵﹃
行
政
法
の
争
点
︵
新
版
︶﹄
所
収
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
一
九
九
一
年
﹁
地
方
自
治
法
を
ど
う
教
え
た
ら
よ
い
の
か
﹂
地
方
自
治
五
二
四
号
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一
九
九
三
年
﹁
住
宅
へ
の
権
利
・
都
市
へ
の
義
務
﹂︵﹁
東
京
の
住
宅
問
題
を
考
え
る
：
問
題
の
諸
相
と
解
決
へ
の
取
り
組
み
﹂︵
東
京
都
立
大
学
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
講
演
会
︶
総
合
都
市
研
究
四
八
号
︵
東
京
都
立
大
学
都
市
研
究
所
︶
︿
書
評
﹀﹁
原
田
ほ
か
編
﹁
現
代
の
都
市
法
−
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
﹂
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
三
一
一
九
九
四
年
﹁
地
方
公
共
団
体
﹂︵
特
集
地
方
自
治
の
基
礎
概
念
︶
法
学
教
室
一
六
五
号
﹁
織
田
が
浜
事
件
﹂︵﹃
公
害
環
境
判
例
百
選
﹄
所
収
︶別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
九
五
年
﹁
住
民
訴
訟
﹂︵
木
村
弘
之
亮
編
﹃
行
政
法
演
習
Ⅱ
﹄
所
収
︶
成
文
堂
︿
研
究
会
﹀﹁
行
政
手
続
法
︵
一
四
・
完
︶
本
法
の
内
容
︵
一
二
︶﹂
︵
小
早
川
光
郎
、
塩
野
宏
、
高
木
光
、
仲
正
、
浜
川
清
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
七
六
号
﹁
地
方
分
権
と
分
権
推
進
法
︵
特
集
地
方
分
権
推
進
の
視
角
︶︵
石
弘
光
、
成
田
頼
明
、
西
尾
勝
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
七
四
号
一
九
九
六
年
﹁
地
方
分
権
﹁
特
集
現
代
行
政
法
の
課
題
︱
行
政
と
市
民
の
関
係
の
変
革
﹂
法
学
教
室
一
九
一
号
︿
書
評
﹀﹁
阿
部
泰
隆
・
淡
路
剛
久
編
﹃
環
境
法
﹄﹂法
学
教
室
一
八
四
号
﹁
自
治
体
行
政
と
法
治
主
義
︿
随
想
﹀﹂地
方
自
治
職
員
研
修
二
九
巻
一
号
︿
座
談
会
﹀﹁
住
民
投
票
﹂
の
挑
戦
と
課
題
︵
特
集
住
民
投
票
︶︵
岩
崎
忠
夫
、
岡
田
信
弘
、
田
島
義
介
、
森
田
朗
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇
三
号
一
九
九
七
年
︿
講
演
﹀﹁
分
権
の
時
代
の
首
都
自
治
体
・
東
京
の
役
割
﹂︵
第
九
回
公
開
講
演
会
次
世
代
時
代
に
お
け
る
大
都
市
東
京
の
構
造
・
機
能
・
役
割
︶
総
合
都
市
研
究
六
三
号
︵
東
京
都
立
大
学
都
市
研
究
所
︶
︿
座
談
会
﹀﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
検
討
：
市
民
活
動
団
体
の
法
人
化
に
つ
い
て
﹂︵
特
集
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
検
討
︶︵
雨
宮
孝
子
、
江
崎
芳
雄
、
川
井
健
、
松
原
明
、
山
田
誠
一
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇
五
号
︿
座
談
会
﹀﹁
地
方
分
権
推
進
委
員
会
第
一
次
勧
告
を
め
ぐ
っ
て
﹂︵
特
集
地
方
分
権
推
進
委
員
会
第
一
次
勧
告
︶︵
今
村
都
南
雄
、
大
森
彌
、
成
田
頼
明
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
一
〇
号
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一
九
九
九
年
︿
座
談
会
﹀
﹁
行
政
改
革
の
理
念
と
こ
れ
か
ら
﹂︵
特
集
行
政
改
革
の
理
念
・
現
状
・
展
望
：﹁
こ
の
国
の
か
た
ち
﹂
の
再
構
築
︶︵
大
石
眞
、
三
辺
夏
雄
、
高
橋
滋
、
森
田
朗
︶ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
六
一
号
二
〇
〇
〇
年
︿
講
演
﹀﹁
分
権
の
意
味
、
自
治
の
法
理
﹂
地
域
政
策
研
究
三
巻
二
号
︵
高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
会
︶
︿
座
談
会
﹀
﹁
変
革
期
の
地
方
行
政
﹂︵
特
集
地
方
分
権
改
革
一
年
新
展
開
︶︵
鈴
木
庸
夫
、
橋
本
昌
、
松
本
克
夫
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
〇
三
号
二
〇
〇
三
年
﹁
漁
港
水
域
内
の
ヨ
ッ
ト
係
留
杭
の
強
制
撤
去
﹂︵﹃
地
方
自
治
判
例
百
選
︵
第
三
版
︶﹄
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
六
八
二
〇
〇
四
年
﹁
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
﹂︵﹃
行
政
法
の
争
点
第
三
版
﹄
所
収
︶
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
﹁
織
田
が
浜
事
件
差
戻
後
高
裁
判
決
﹂︵﹃
環
境
判
例
百
選
﹄
所
収
︶
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
七
一
二
〇
〇
五
年
︿
講
演
﹀
﹁﹃
安
全
の
中
の
自
由
﹄
の
法
理
と
警
察
法
理
論
﹂
警
察
政
策
七
巻
一
号
︿
書
評
﹀﹁
木
村
琢
麿
著
﹃
財
政
法
理
論
の
展
開
と
そ
の
環
境
︱
モ
ー
リ
ス
・
オ
ー
リ
ウ
の
公
法
総
論
研
究
﹄﹂
書
斎
の
窓
五
四
三
号
︿
講
演
﹀﹁
自
治
体
法
学
へ
の
期
待
と
課
題
﹂
神
奈
川
大
学
法
学
研
究
所
研
究
年
報
二
三
号
﹁﹃
地
方
自
治
の
本
旨
﹄
の
本
旨
に
つ
い
て
﹂
地
方
自
治
職
員
研
修
三
八
巻
五
号
二
〇
〇
六
年
︿
書
評
﹀
﹁
北
村
喜
宣
著
﹃
プ
レ
ッ
プ
環
境
法
﹄﹂
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
一
巻
七
号
﹁
行
政
法
っ
て
つ
ま
ら
な
い
？
：
櫻
井
敬
子
・
神
橋
一
彦
﹂︿
論
点
講
座
﹀
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
行
政
法
︵
一
︶
法
学
教
室
三
〇
七
号
﹁
憲
法
と
行
政
法
の
関
係
：
土
井
真
一
﹂︿
論
点
講
座
﹀
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
行
政
法
︵
二
︶
法
学
教
室
三
〇
九
号
﹁
公
益
：
亘
理
格
﹂︿
論
点
講
座
﹀
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
行
政
法
︵
三
︶
法
学
教
室
三
一
一
号
﹁
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
：
八
代
尚
弘
﹂︿
論
点
講
座
﹀
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
行
政
法
︵
四
︶
法
学
教
室
三
一
三
号
﹁﹃
景
観
法
﹄
の
冒
険
﹂︵
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
法
と
政
策
︵
六
︶︶
自
治
実
務
セ
ミ
ナ
ー
四
五
巻
一
二
号
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﹁
法
執
行
︵
E
n
fo
rc
e
m
e
n
t︶
：
曽
和
俊
文
﹂︿
論
点
講
座
﹀
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
行
政
法
︵
五
︶
法
学
教
室
三
一
五
号
二
〇
〇
七
年
﹁
学
界
展
望
行
政
法
﹂︵
大
久
保
規
子
、
常
岡
孝
好
と
共
著
︶
公
法
研
究
六
九
号
︿
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹀﹁
犯
罪
予
防
の
法
理
︱
行
政
法
の
視
点
か
ら
﹂︵
警
察
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
犯
罪
予
防
の
法
理
︶警
察
学
論
集
六
〇
巻
八
号
﹁
進
化
す
る
河
川
行
政
：
近
藤
徹
﹂︿
論
点
講
座
﹀
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
行
政
法
︵
六
︶
法
学
教
室
三
一
七
号
﹁
学
と
し
て
の
公
法
：
手
島
孝
﹂︿
論
点
講
座
﹀
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
行
政
法
︵
七
︶
法
学
教
室
三
一
九
号
﹁
行
訴
法
改
正
、
そ
の
後
：
村
田
斉
志
﹂︿
論
点
講
座
﹀
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
行
政
法
︵
八
︶
法
学
教
室
三
二
一
号
﹁
環
境
保
護
と
行
政
法
：
桑
原
勇
進
﹂︿
論
点
講
座
﹀
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
行
政
法
︵
九
︶
法
学
教
室
三
二
三
号
﹁
警
察
行
政
法
：
田
村
正
博
﹂︿
論
点
講
座
﹀
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
行
政
法
︵
一
〇
︶
法
学
教
室
三
二
五
号
﹁
新
時
代
の
地
方
自
治
：
成
田
頼
明
﹂︿
論
点
講
座
﹀
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
行
政
法
︵
一
一
︶
法
学
教
室
三
二
七
号
︿
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
﹀﹁
公
害
紛
争
処
理
制
度
の
活
性
化
に
つ
い
て
﹂︵
加
藤
和
夫
・
竹
下
守
夫
ほ
か
︶
判
例
時
報
二
〇
〇
七
号
二
〇
〇
八
年
﹁
行
政
法
の
こ
れ
か
ら
：
園
部
逸
夫
﹂︿
論
点
講
座
﹀
エ
ン
ジ
ョ
イ
！
行
政
法
︵
一
二
・
完
︶
法
学
教
室
三
二
九
号
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